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【十日市場地域ケアプラザ】
〒226-0025
横浜市緑区十日市場町８２５－１
【休館日（施設点検日）】
毎月第3月曜日

 年末年始（12月29日～1月3日）
【交通機関】
・JR横浜線 十日市場駅より徒歩5分
・横浜市営バス、東急バス、
神奈川中央交通バスの各路線
十日市場駅前下車 徒歩5分

平成２８年に誕生した「つながり隊」ですが今年度をもって終了いたします。
ご活用してくださったみなさま、ありがとうございました。

地域情報サイト
十日市場・新治西部地区「つながり隊」閉鎖のご連絡

http://kyosaikai.jp/tokaichiba-cp/


最も簡単な認知症診断

ボランティア募集！
アクティビティ・傾聴・創作など、利用者さんと楽しい時間を過ごして頂ける方お待ちしております。
問い合わせ・申し込み先：電話045-985-6321  担当：福島

協力医 高津内科医院 高津先生からの健康アドバイス

デイサービスだより
～笑顔があふれ、元気になれるデイサービス～

認知症は深刻な社会問題であり、その早期発見が重要な課題となっています。最近の研究では、
歩行パターンが認知症のリスクを示す簡便な指標となり得ることが明らかになってきました。
東京都健康長寿医療センター研究所の研究によると、歩幅を「広い」「普通」「狭い」の3グループに
分けて追跡調査したところ、歩幅の狭い人たちは広い人に比べて認知機能低下のリスクが女性で
5.8倍、男性で3.4倍も高くなることがわかりました。また、米国マサチューセッツ州で行われた長
期的な調査研究でも、平均年齢62歳の対象者のうち、歩行速度の遅い人は速い人に比べて認知
症になるリスクが1.5倍高いことが示されています。
これらの研究結果から、歩幅が広くスタスタと早足で歩いている高齢者は認知症のリスクが低く、
歩幅が狭くトボトボと歩く人は認知症の疑いがあると考えられます。歩行パターンの観察は、認知
症の簡便な指標となり得る可能性が示唆されています。
認知症による脳の機能低下が歩行に影響を及ぼす理由の1つは、エネルギー代謝の低下による糖
代謝障害です。脳は基礎代謝量の約20%ものエネルギーを必要とするため、ブドウ糖の供給が不
足すると脳の機能が損なわれ、運動機能にも影響が出ます。また、認知症の進行に伴い、運動機能
を司る神経細胞が損傷を受けることで、歩行障害などの運動機能低下が生じる可能性があります。
このように、認知症による脳の変化が歩行パターンに影響を与えていると考えられています。
認知症の早期発見は極めて重要です。早期に発見できれば、適切な介護やケア、薬物療法などの
介入が可能となり、症状の進行を遅らせることができます。また、生活の質を維持し、介護者の負
担を軽減することにもつながります。さらに、社会的コストの削減にも寄与するでしょう。歩行パ
ターンの観察は、認知症の早期発見に役立つ簡便な方法です。日常的に歩行状況を確認すること
で、認知機能低下の兆候を見逃さず、早期に対策を立てることができます。このように、歩行観察
による認知症の早期発見は、様々な恩恵をもたらす可能性があります。
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